
2020202010101010 年度日本液晶学会年度日本液晶学会年度日本液晶学会年度日本液晶学会    第第第第 5555 回理事会回理事会回理事会回理事会（（（（HPHPHPHP 公開用）公開用）公開用）公開用）    

    日時：2010年 11月 27日（土）13：40～16：30 場所：日本液晶学会事務局（株）アドスリー内会議室 出席：檜山爲次郎，池田富樹，水嶋繁光，栗原清二，小野浩司，花﨑知則，井上勝，古江広和， 松山明彦，岸川圭希，城田幸一郎， 豊岡武裕，内海夕香，長谷川雅樹，岡田裕之 欠席：久保野敦史，吉田真史 オブザーバー：諸星宗一（事務局，（株）アドスリー） 

    

    

総務委員会総務委員会総務委員会総務委員会    報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項    

[報告事項] １．2010 年度 第 3 回理事会議事録の確認（承認） ２．2010 年度 第 4 回理事会議事録の確認（承認） ３．メール審議 １）2011年度役員の理事会推薦候補者 （承認） 

[審議事項] １．法人化ＷＧ  ・今後の進め方：設立準備委員会のメンバーについて、花崎氏・井上氏・栗原氏・小野氏に加え、藤掛氏・沓水氏、及び２０１１年度副会長 清水氏（その後調整により中村氏に変更）をメンバーとし、（株）アドスリーもコンサルティングとしてメンバーに加わり、法人化の設立にむけて進めていくこととする。（承認） 

 

 

財務財務財務財務委員会委員会委員会委員会    報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項    

[報告事項] 特になし 

[審議事項] １．シグマ出版の執筆料未払い分（¥465,600）に関する件  ・現物納品されている書籍の処分方法について継続審議することとした。 ２．法人化に関する件  ・資産の整理、移行についての報告（承認） ３．資産口座の引継ぎの件  ・花崎理事名義の口座 2 件（液晶学会、FLC 基金）の資産を 12 月中に井上が開設する口座に移行   （承認） ４．新学会設立（2011 年 12 月 1 日）までの定常業務について（承認）  ・ 2011 年 3 月  決算確定 ・ 3 月～4 月頃 監査受審（事前チェック含む） 



・ 4 月～6 月頃 決算報告（理事会に対して） ・ 8 月～9 月頃 決算、予算作成（総会資料作成） ・ 9 月     総会報告 

 

 

編集編集編集編集委員会委員会委員会委員会 報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項 

[報告事項] １．次期編集委員の交代について報告された（承認）。 ２．２０１０年度１月号発刊，および，４月号，７月号，１０月号の予定について報告された。（承認） 

[審議事項] １．液晶学会誌への投稿記事の取扱について（継続）。 ２．学会誌の発行部数について（継続）。 

 

情報情報情報情報委員会委員会委員会委員会    報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項    

[報告事項] 1．サーバー移転  これまで利用してきたクララオンライン社のサーバーサービス終了のため、学会のホームページ、およびメーリングリスト（ML）をアドスリー社 IT 事業部のサーバーに移転した。 2．フォーラムホームページの移転  フォーラム側から要望が出ていたフォーラムホームページの学会サーバーへの移転と各フォーラムの独立アカウント化を行った。これまで利用してきた国立情報学研究所のサーバーは 2011 年 1月末で利用中止する。 
3．情報小委員会開催 液晶学会討論会会期中（9月 7日）に情報小委員会を開催し、下記の項目について議論した。 1) サーバー移転準備状況の報告 2) ML のバックアップシステムの検討 3) J-STAGE システム停止に対する検討 4) フォーラムウェブ移転に関する検討 
 [審議事項] なし 

 

 

行事委員会行事委員会行事委員会行事委員会    報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項 

 [報告事項] １．2010 年日本液晶学会 講演会・討論会報告について （１）講演会参加者数は 167名であった。討論会参加者数は 376名で、一般講演の発表件数は、総数 212 



件（口頭 98 件、ポスター114 件）であった。 （２）虹彩賞審査が、9月 6日、審査委員 12名（各フォーラムより 2名ずつ）により審査が行われ、エントリー74名のうち 6名が、虹彩賞を受賞した。受賞者は７日の懇親会に招待され表彰された。 （３）2010 講演会・討論会全体では、収入 4,377,000 円、支出 3,601,271 円で、775,729 円の黒字であった。九州大学 COEとの共催による会場費免除の影響が大きかった。 （４）企業セッションは、企業から 7 名の講師を迎え「環境にも優しい液晶関連技術」というセッションテーマで、講演していただいた。 （５）来年度に向けての申し送りとして、参加費振込手数料の問題、企業セッションの方法や継続問題、名誉会員・受賞者への対応、予稿集の印刷版の作成、企業ブースの積極的な案内、などが挙げられた。 

[審議事項] １．2010年日本液晶学会講演会討論会 （１）2010年日本液晶学会講演会討論会収支報告が行われた。（承認） （２）参加登録費用等の郵便振込の手数料を振込者負担とするか否かが議論された。（継続審議） （３）収支が赤字にならないという前提で、現地実行委員の参加登録費用と懇親会費用を免除してもよいということが再確認された。（承認） ２．2010年液晶学会サマースクールについて  タイムスケジュール・講義内容および収支決算が報告された。（承認） ３.2011年日本液晶学会講演会討論会について （１）現地実行委員会と行事・情報・研究会担当理事が役割を分担して討論会を行う体制としたい、という提案がされた。J-STAGE関連を情報理事が行う件は了承が得られなかった。（継続審議） （２）2010 年日本液晶学会 講演会討論会を 9 月 10 日（土）-13 日（火）に東京都市大学世田谷キャンパスで行うことが報告された（実行委員長：吉田真史（東京都市大学））。（承認） ４．2011 年液晶学会サマースクールは、6 月下旬から 7 月中旬の木～土曜日、房総という暫定案が説明された。2011年 1月からＷＧを立ち上げ、内容・タイムスケジュールは 2010年度を踏襲する。（承認） 
 

 

会員委員会会員委員会会員委員会会員委員会    報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項 １．入退会者の報告（承認） ２．会員数の確定（2010年 8月 31日時点）の報告（承認） ３．FPD International 2010 出展報告 ４．FPD International 2011 出展について承認された。    日時：2011年 10月 26日（水）～28日（金）    場所：パシフィコ横浜 

 

 

研究研究研究研究委員会委員会委員会委員会    報告および報告および報告および報告および審議事項審議事項審議事項審議事項 

 [報告事項] １．9月 5日に実施した液晶学会講演会の参加者数および収支の概要を報告した。 



２．9月 7日に行ったフォーラム主査会議の討議内容を報告した。 ３．12 月に開催を予定している全フォーラム合同基礎講座およびソフトマターフォーラム講演会の内容を紹介した。 

[審議事項] なし 


